
今般、11月7日付け調査の御回答をいただいて以降の元患者甲声や墨垂  ＋∴  

い申し上げ   

また、今回・の調査票提出時において投与の事実をお知らせしていない元患者  

の方や遺族の方がいらっしネ・る場合には、1人でも多くゐ方にお知ら草してい  

ただきますよう、今後とも引き続きご協力をお願いしナたし草す。なお、全回旦  

轡豊  

野御連絡をいただき 

‾願い申し上げ   

末尾になりましたが、これまでの御協力に改めて心より御礼を申し上げます。  

今回の調査協力依頼に関しましても、－特段の・御理解・御‾協力を瘍・りますよう重  

ねてお厳い申し上げます。   

（不明な点のお問い合わせ先）  

厚生労働軍医薬食品局血液対策課  

〒100－8916 東京都千代田区霞が関1－2－2  

TEL：03－3595－23・95  
9：30から18：00まで（土・日・祝日を除く。）  

FAX：03－3507－9064  
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（別添）  

FAX‥03－3507－9064  厚生労働省医薬食品局血液対策課 あて  

平成20  

蜃連帯県名  

堅塁型駈 

（整理番号） －  

う  

1‥新たにフイ・ブリノゲン攣御中投与が判明した方わいて  

11月7日付け繭査票の御回答を提出いただいて以臥新たにアイブリノゲン琴  

剤の投与が判明した方についておたずねします。  

唱い＼   
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2新たに投与が判明した方の人数と患者ごとの投与時期をお答え下さい。   

新たに投与が判明した方・（  ）人   

うち、ア投与時期が判している方 イ投与時が不明？ 

1 

人 

投与月別を御記入くさい。   

年／月  

〕   

1 2 3  4  5   6   7   8  9  10  四    12  計 
昭和  39  

40  

41  

42  

3  

45  

4¢  

47  

48  

49  

50  

51  

52  

53  

54  

55  

56  

57  

58  

甲  ，  

60  

6壬 

6  

63 

平成一  6  

2 

3  

4  

5  

6  

※月別の人数が不明の場合は、年別の計欄へご記入ください。   
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2 これまでにフィブリノゲン製剤の投与が判明・した方について   

これまでにフィブリノゲン製剤の投与が判明した方（ユ養蚕地明   
I J  十＿1  ノゝ t＿■   ▼ 、 ヽ 

した方  を含みま  ． ）’について串たずねします。  

3．その他  

御協力ありがとうございました。   
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（照会先）  

厚生労働省医薬食品局   

血液対策課最 新村和哉（内2900）  
血液対策企画官 林 憲一  （内2901）  

平成20年12月12日  

医薬食品局血液対策課  

フィブリノゲン製剤納入先医療機関の追加調査について  

平成16年12月9日に公表したフィブリノゲン製剤納入先医療機関を対象として、  

平成19年11月7日付で実施した追加調査の結果について、11月28日  までに回  

収した医療機関からの回答を取りまとめた状況をお知らせいた   します。  

1 回答状況  

（1）追加調査実施期間 平成19年11月・7日～12月5日  
（ただし、現在も回収中）  

1   

（、2）追加調査対象施設数   医療機関・6，609施設  

（平成16年公琴施設のうち、所在地等が不明であった施設を除いた医療機関）   

（3）回答施設薮   

・平成16年公表時に存続していた5，396施設のうち、5，167施設（96％）  

から回答があった。   

・二 なお’・、・享のほか平成16年公表時に廃院等していた．1，213施設のうち、 I′   
、3・9も施設から回答があった。  

2 主な調査結果  

（1）投与の年月について回答があった医療機関数と元患者数  

医療機関数  694 

元患者数 11，705人（投与年別は別表）  

（2）上記以外に、過去に投与の事実をお知らせしたという記録が残されているが、現在   

では投与の年月は特定できないとする回答があった医療機関数と元患者数  

医療機関数  83施設  

元患者数  267人  

（3）（1）▼と（2）の合計  

医療機関数  

元患者数  

757施設（※1）  

11，972人  

（※1）厚生労働省ホームページ「C型肝炎ウイルス検査受診の呼びかけ（フィブリノゲン製剤納  

入先医療機関名の再公表について）」の公表医療機関等リスト上の該当医療機関の「備考」欄に、  

「フィブリノ．ゲン製剤を投与されたことが判明もた元患者の方がいるとの報告あり。」と記載した。   



（4）、元患者の方への投与の事実のお知らせの状況  

元患者数 
お知らせした  6．511人 ■（54％）（※2）   

ぉ知らせしていない  5，461人 （46％）  

理  1，843人（15％ 

連絡先不明、連絡がつかない  1，911人（16％）  

由】   1，〕707人（14％）   

計  11．972人  

（※2）元患者の方に一人でも投与の事実をお知らせした医療機関は620施設であった。  

（5）診療録等の保管状況  

平壌6’年以前の診療録等が次のいずれかにより保管されている施設数  

（括弧内は調査対象施設数に対する割合）  

1，84・6施設（28、％）（※3、）  
（内訳）（※4）   

診療録（・カルテ） 

手術記録あるし†は分娩記録   

製剤便用簿   

処方箋   

輸液箋あるいは注射指示箋   

レセプト甲写し  

一入院サマリーあるいは退院サマリー  

その他の書類  

1，377施設  

1，449嘩設  

、■ －  133施設  
～．∴■ h㌧l  

） ％ 1 2 （  

）
 
）
 
 

％
・
％
 
 

2
く
2
 
 

2
 
 

（
 
（
 
 

13′2施設■■（2％）  

259施設（4％）   

78施設（1％）  
254施謹（4％）  
246施設■（4・％）  

（※・3）く平成・16年の調査では「昭和63年6月尋0甲以帝にフィブリ 

＿ 

に対し、今回の調査では、「平成6年以前のカルテ等の各種書類が保管されていま   
すか。」との設問であったため、保管してし、ると回答した施設の割合が異なったも  

のと思われる。‘   

（※4）厚生労働省ホ」ムページ「C型肝炎ウイルス検査受診の呼びかけ（フィブリノゲシ   

製剤納入先医療機関名の再公表に？いて）」の公表医療機関等リスト上の「カルテ等の   

有無」欄に、平成6年以前のカルテ等の記録が一部でも保管されている場合、△印を   
付していたが、さらに保．管されている記録の保管期間、・保管状況等を記載．した。   

／  
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（別表）   

投与の年月について回答があった元患者数の投与年別の内訳   

投与年   人数   

昭和39年   0人   

4・0年   4人   

41年   3人   

42・年   畠人   

43年   12人   

44年   14人   

45年   14人   

46年   18人   

47年   15人   

48年   24人   

49年   4人   

50年   36人   

51年   47人   

52年   64人   

53年   87人   

54年   157人   
55年   253人   
56年   296人   
5－7年   437人   

58年   749人   

59年   1，230人   

60年   1，578人   
ニ61年   2，232人   

62年   2，602人   

63年   1．454人   

平成 元年   135人   
2年   84人   

3年   70人   

4年   26人   

5年   21人   

6年   4人   

計   11，7‘05人   
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（照会先）   

厚生労働省医薬食品局   

血液対策課長 新村和哉．（内2900）  
血液対策企画官 植村展生 （内2901）   

■専．門・官 田中大祐（内422）  

平成20年7月1日  

医東食品局血液対策課  

血液凝周因子製剤の納入先医療機関名等の公表について   

厚生労働省で露草、平成13年3月以降非加熱の血液凝固因子製剤を血友病以外の患者に  

投与した可能性のある医療鱒関名等を公表し、血友病以外の傷病で非加熱血液凝固由子製  

剤の投与を受けた方々への肝炎ウイルス検査の呼びかけを行■ってきました。   

今鱒、これまでに肝炎ウイルス検査を受診されていない方もいる可能性も考慮し、また、  

廊炎ウイルスの不活化が必ずしも十分ではなかっ七可能性のある一触の加熱製剤を血友  

病以外の患者に投与した可能性のある医療機関名等たっいても、念のため、今回の公表の  

対象に含めることとし、肝炎ウイルス検査の呼びかけを行うこととしました。  

（これ京での経緯）   

平成19年11月19日  血液凝固因子製剤を製造している企業（過去に製造していた  

企業及びそれらを承継している企業を含む）に対して、－製剤  

の納入先医療機関リストの提出を依頼 

平成20年2月5日 企業から提出された対象製剤の納入先医療機関リズトに掲載  

されている医療機関（2次卸等を含む）に対して、元患者へ  

の投与の事実のお知らせヾ肝炎ウイルス検査受診の呼びかけ  

及び血友病以外の患者への投与実態等の調査繋についての協  

力依頼文書を発出 

○対象施設数乙脚8施設   

平成20年4月n白 公表対象となる医療機関等に対して、公表情報の確認文書（第  
2次意見照会）を発出   

平成20年7月1日 ◆公表、ホ」ムページ掲載  

○ 公表施設数1′8お施設 

（如98施設から血友病のみに投与した913施設及び患者への投与  

の事実がないことを確認した160施薩を除いた施設）   

※投与実態等の調査 

因子製剤め納入先医療機関の調査結果について」をご覧下さい。  
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平成20年7月1日（火）  

B型肝炎・e型肝炎ウイルス検査受診の呼びかけ．・  

（重液凝固因子製剤納入先医療機関名等め公表について）■  

血友病以外の傷病で血液凝固因子製剤の投与を受けた可能性   

のあると思われる方lま、一度血液検査を受けて下さい。．  

血液凝固因子製剤は血液の凝固に必要な血液中のタンパク質を濃縮した製剤であり、人の  

血液の成分を原料とした医薬品の一種です。これらの製剤は、多くの人から得られた血祭をプ  

ールして製造される製剤であり、また、その開発当初においてはC型肝炎ウイルスがまだ発見  

されていなかった土と、製造工程でウイルスを不活性化するための技術が現在と比べて十分で  

はなかうたことなどから、これらの血液凝固因子製珂を投与された方々は、肝炎ウイルスに感 

染している可鹿性が一般の方より高いと考えられます。そのため、厚生労働省では、平成13年  

5月以降非加熱の血液凝固因子製剤を血友病以外の患者に投与した可能性のある医療機閲  
を公表し、血友病以外の傷病で非加熱血液凝固因子製剤の投与を受けた方々への肝炎ウイ  

ルネ検李の睦びかけを行らてきました。また、フィブリノゲン製剤納入先医療機関の名称等の再  

公表に併せて、平鹿20年1月に医療機関の名称、所在地等を更新したもめを再度公表して肝  
炎ウイルス検査の呼びかけを行っております。  

今般、これまでにウイルス検査を受診されていない方もいる可能性を考慮し、また、肝襲ウイ  

ルスの不活化か必ずしも十分ではなかうた可能性のある一部の加熱製剤を血友病以外の皐  

者に翠与した可能性のある医療機関等についても、念のため、今回の公表め対象に含めること  

とし、再度、肝炎ウイルス検李の呼びかけを行うこととしました。  

検査受診の呼びかけの対象者に該当する方で、これまでに肝炎ウイルス検査を受診されてい  

ない方については、保健所、医療機関等で肺炎ウイルス検査の受診をお勧めします。これらの  

肝炎ウイルス検査は、多くの保健所、市町村等で検査を無料で受診できるよう休制の整備に努  

めているほか」．医療機関などでも受診することができます。  

なお、C型肝炎については、肝炎ウイルスの除去を周るインタエフェロン療法や肝細胞の破壊  

のズピ「ドを抑える肝唾護療法といった治療法が発展しつつあります。卓期発見・早期治療に  

つなげるためにも、早期の検査受診が重要です。また、念のためB型肝炎ウイ／レスの検査も  

受けることをお勧めいたします。  

査受診の呼びかけの対象  

【調査対象の血液凝固因子製剤を使用された可能性のある方】  

公表医療機関で入鹿治療を受け、下記に該当された方  
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0新生胞出血症（新生児ルナ、ビタミンK欠乏症等）等の病気で「血が止まりにくい」と   
の指摘を受けた方  

0肝硬変や劇症肝炎で入院し、出血が著しかった方  

0食道静脈癖の破裂や消化器系疾患により大量の吐下血があった方  

0大豆に出血するような手術を受けた方（出産由の大量出血も含む）・   

なお、今回の医療機関名等の公表については、卑業争社からのデータに基づいて血液凝固  

因子製剤の納入先とされている医療機関等のリストを作成し▲これらゐ納入先医療機関等にご  

協力いただくことにより、ヰ友病以外の傷病で血液凝固因子製剤を投与した可能性がある医療  

機関等を特定・公表Lてお・ります。企業各社が把握しているデータが完全ではないなどの理由  

により、 

れていた可能性や、医療機関等における投与記録が残っていないなどの理由により、血友病  

のみに使用されていた医療機関等も含まれている可能性があります。   

また，上記対象者以外の方でも、肝炎ウイルスに感染している場合鱒ありますので、以下の  

【参考】に該当する方で、肝炎ウイルス検査を受けた経験のない方には、肝炎ウイルス検査の  

受診をおすすめします。  

なお、過去に肝炎ウイルス検李を受診されている方はこ検査受診後、新たに【参考】のような  

事由が生じていない限り、再度検査を受診する必要はありません。   

【参考】以下のような方々！ま、C型肝炎ウイルス感染の可能性が一般より高いと考えられていま  

す。   

01992（平成4）年以前に輸血を受けた方   

○大きな手術を受けた方   

0長期に血液透析を受けている方   

0フィブリノゲン製剤（フィプリン糊としての使用を含む）を投与された方   

0臓器移埴を受けた方  

0薬物濫用者、入れ墨をしている方   

0ボディピアスを施している方  

0その他（過去に健康診断等で肝鱒能検零の異常を指摘されているにもかかわらず、そめ後  

肝炎の検査を実施していない方等）薬物濫用者、入れ墨をしている方  

※輸血などに用いる血液製剤は、様々な安全対策がとられてきており、感染症伝旛のリスク   

を完全に排除できないものめ、近年の製剤の安全性は格段に向上しております。  
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dI  

（照会先）   

厚生労働省医薬食品局   

血液対策醸長 新村和哉 ■（内2900）  

血液対策企画官 植村展生・！（内2901）   

専 門 官 由中大祐 （内4Z辺）  

平成20年 7月1日  

医薬食品局血液対策課  

血液凝固因子製剤の納入先医療機関の調査結束について  

’血液凝周周子製剤の納入先医療機関を対象として、平成20年2月5日付で実施した血  

液凝固因子製剤の投与実態等の調査の碍異について∴6月24日までに回収した医療機関  

からの回答をとりまとめた状況についてお知ちせいたします。  

1．調李等の状況  

（1）調査実施期間．平成20年2㌧月5日～平成20年3月14日  
（ただし、現在も回収中）   

（2）対象製剤 一詔製剤  

（3）対象製剤納入企業数12社（現在の存続会社は．6社）  

（4）．対象施設数  

・企轟から提出された対象製剤の納入先施設数乙898施設（名称がやタカナのみの  

施設や不明施設等を含む）  

・このうち、所在地等が不明であった施設を除いた2′629．施設に調査票を送付   

（5）回答施設数  

・調査票を送付した2′629施設のうち、2′亜7施設（92％）から回答がありました。   

（なお、118施設匹％）は廃院・住所不明等により調査票が未達でした）  
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●  

2・調査結果の概要 

． 

A．－全て血友病の患者のみに投与した 
913施設 

31％   
桝施設） 

占．書類等により製剤を患者へ投与した事実がな  16b施設   
6％ 

いことを確認し牢   （‡應設）   

c．製剤を患者に投与したかどうか確認できない   
方1施設 

27％ 
（8施設）   

D・鴎友病の患者にのみ製剤を投与し牢かどうか  （縫1施設   
15％   

確認できない   

6％   

F．未回答の施設   き％   

G・文革が到達せず、他の情報も存在しないため   
乃施設   3％   

H．・・住所等不明に与 
269施設   9％   

設（ガタカナ名のみ及び名称不明含む）   

合 計   2｝898施設  

※ かっこ内の数字は、調査票が未達であった118施設のうち、平成8年調査結果等の情報  
により●分類された施設数。 

この琴のうち、C～Hの分類に該当する施設を、血友病以外の患者に血液凝固因子製  

剤を投与した可能性がある施設（1′825施設）と 

公表しました。  

（2）血友病以外の患者への血液凝固因子製剤の投与実態  

庫友病以外の傷病で血液凝固因子製剤の投与が判明した医療機関数と元患者数  

◆ 

†元患者数  1．乃ア人  

（なおく元患者数については、複数の製剤を重複して投与されている方もおられる  

ことから、集計上、のべ人数としている）  

【内訳】 

①加熱・非加熱別の投与実態  

◆ 非加熱製剤 l．416人※・（82％）  

◆ 加熱製剤  311人（18％）  

※なお、非加熱血液凝眉偲手製剤の投与実態を調査した平成13年調査の時点では、製剤の投与を受けた  

と特定された人数鱒1．乃4人であった。  
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②製剤の種類ごとの投与実態  

◆ 第Ⅶ因子製剤 160人（9％）  

◆ 第Ⅸ因子製剤 1′563人（91％）  

◆ その他製剤   4人（0％）  

③対■象製剤ごとの投与実態  

1 コンコエイト  

2 プロフィレート  

3 コンプアクト8  

4 ヘモフィルS  

5 ヘモフィルH  

6 クリオプリン  

ア コーエイト  

8 ハイクリオ  

15 クリスマシン  

16 PPSB－ニチャク  

17 コーナイン（ミドリ十字）  

18 コーナイン（カッ一夕ー）  

19・プロプレッ■クス  

20 べノピー／レ  

953人  非
加
熱
第
Ⅸ
因
子
製
剤
十
加
熱
第
Ⅸ
因
子
製
剤
 
 

非
加
熱
第
Ⅷ
因
子
製
剤
 
 

218人  

n クリスマシンHT  

Z之 PPSB－HT「ニチャクJ  

Ziノバク・トF  

24 コーナインHT・  

25 プロプレックスST  

26 オートプレックス（非加熱）  

2ア ブァイバ「イムノ」  

28 オートプレックス（加藤）  

177人  

9 ユンコエイトHT  

lO コンファクトF  

llヘモフィルS－T  

12 ヘモフィルH－T 

13・コーエイトHT」  

14 ハイクリオHT  

単純合計・（重複あり）  1，727人  

謝与を靡ぐ／ぺ訝  イ，622人  

（3）元患者の方へのお知らせの状況  

患者総数（重複投与を除く）   1．622・人   割合   

お知らせした   ・419人   26％   

お知らせしていない   1′203人   74％   

炭卓彦に原疾凄筈仁よ少者亡▼   作32′人J   作9％）   

・慮赦免メェ不発ズぼ題絡がらヵニか†   rl・45メJ   ロ29り   

β型・C盈棚倉であることが河野t虎ため   βユメノ  P別   

今訝お知らせする予定   ロ乃人）   ロ5％）   

孝の鹿〔未記ス含むノ （16人）   rユ糾   
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（別表）  

投与年について回答があった元患者数の投与年別の内訳及び特定製剤の投与年別の内訳  

人数  

投与年  28製剤  特定製剤※  

合計  クリスマシγ   
tl汚B－  フーナイン  

ニチャク  （ミドリ十字）   

昭和47年   0  0人   q人 

昭和48年   0人  0人   0人  

昭和4ウ年   4人  4｛   0∧  

暗和50年   4人  4人   b人  

昭和51年   ア人   0人   7人   0人  

昭和52年   4人   P人   4人   0人  

昭和53年   68人 56人  0人   ア人  

昭和54年   アア人   61人   1主人   0人  

昭和 123人   104∧   7人 

昭和56年   150人 118人   5人  

昭和57年   216人   152人   25人  

昭和58年   195人 143人   15人  

晦和59年   176．人   108人  封人  

昭和・60年   166．人 121人   軍人  0人   

昭和61年 ア7人   ヰ2人   d人  5人 

昭和 22人   6人   0人  3人   

昭和63年   27人   2人   3人 1人   

昭和・幽年  

／平成元年 
24人  14人 

平成2年   12人  8人   

平成3年   3人 3人   

平成4年   4人  2人   

平成与年   1人  0人   

平成6年   6人 0人   

平成7年   6人  

平成8年   ア人  

平成9年   16人  

車成10年以降 183人  

投与年不明   14ウ・人   40人   92 0人   9人   

合計   1′ア27人   953人   218人   7人   45人   

※「特定フィプリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によろC型肝炎感染被害者を救済するための給付金の   

支給に関する特別措置軌に規定する製剤  
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（照会先）   

厚生労働省医薬食品局  

血液対策課長 新村和哉 （内2900）  

血液対策企画官 林 憲一 （内2901）  

平成20年11月28日  

医薬食品局血液対策課  

血液凝固因子製剤の納入先医療機関の調査について  

血液凝固因子製剤の納入先医療機関を対象として、平成20年2月5日付で実施した血  

1月25日までに回収した医療機  液凝固因子製剤の投与実態等の調査の結果について、1   

開からの回答をとりまとめた状況についてお知らせいたします。  

1．調査等の状況  

（1）調査実施期間 平成20年2月5日～平成20年3月14日  

（ただし、現在も回収中）  

（2）対象製剤 28製剤  

（3）対象製剤納入企業数12社（現在の存続会社は6社）  

（4）対象施設数   

・企業から提出された対象製剤の納入先施設数 2′899施設（名称がカタカナのみの  

施設や不明施設等を含む）   

・このうち、所在地等が不明であった施設を除いた2′630施設に調査票を送付  

（5）回答施設数   

・調査票を送付した乙630施設のうち、2′438施設（93％）から回答がありました。   

（なお、118施設（4％）は廃院・住所不明等により調査票が未達でした）  
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2．調査結果の概要  

（1）施設ごと‾の血液凝固因子製剤の投与の実態  

A．全て血友病の患者のみに投与した   
920施設  

32％   
ー（34施設）  

B．書類等により製剤を患者へ投与した事実がな  161施設   
6％   

いことを確認した   （l施設）   

C．製剤を患者に投与したかどうか確認できない   
772施設  

27％   
（8施設）  

D．血友病の患者にのみ製剤を投与したかどうか   

確認できない   
439施設   15％  

E．血友病以外の患者に製剤を投与したことを確   

認した   

F．未回答の施設   

G．文書が到達せず、他の情報も存在しないため   75施設   3％   
分類不能   

H．住所等不明により文書を送付できなかった施   
269施設   9％   

設（カタカナ名のみ及び名称不明含む）   

合 計  2′899施設  

※ かっこ内の数字は、調査票が未達であった118施設のうち、平成8年調査結果等の情報  
により分類された施設数。   

この表のうち、C～Hの分類に該当する施設を、血友病以外の患者に血液凝固因子製  

剤を投与した可能性がある施設（1′818施設）として、ホームページで医療機関名等を  

公表しました。   

※なお、有田共立病院については、血友病以外の患者へ製剤を投与していないことが確認されまし   

たので、リストから削除しました。  

（2）血友病以外の患者への血液凝固因子製剤の投与実態  

血友病以外の傷病で血液凝固因子製剤の投与が判明した医療機関数と重患者数  

◆ 医療機関数   189施設  

◆ 元患者数  1′閏6人  

（なお、元患者数については、複数の製剤を重複して投与されている方もおられる  

ことから、集計上、のべ人数としている）  

1
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【内訳】   

①加熱・非加熱別の投与実態  

◆ 非加熱製剤  1′435人※、（82％）  

◆ 加熱製剤  311人（18％）  

※なお、非加熱血液凝固因子製剤の投与実態を調査した平成13年調査の時点では、製剤の投与を受けた  

と特定された人数は1′7洪人であった。  

②製剤の種類ごとの投与実態  

◆ 第Ⅷ因子製剤 161人（9％）  

◆ 第Ⅸ因子製剤 1′581人（91％）  

◆・その他製剤   4人（0％）  

③対象製剤ごとの投与実態  

1 コンコエイト  

2 プロフィレート  

3 コンファクト8  

4 へモフィルS  

5 へモフィルH  

6 クリオプリン  

7 コーエイト  

8 ハイクリオ  

15 クリスマシン  

16 PP SB－ニチャク  

17 コーナイン（ミドリ十字）  

18 コーナイン（カッター）  

19 プロプレックス・  

20 ベノピー／レ  

971人  非
加
熱
第
Ⅸ
因
子
製
剤
仙
加
熱
第
Ⅸ
因
子
製
剤
 
 

非
加
熱
第
Ⅷ
因
子
製
剤
 
 

218人  

21クリスマシンHT  

22 PPSBTHT「ニチャク」  

23 ノバクトF  

24 コーナインHT  

25 プロプレックスST  

177人  

9 コンコエイトHT  

lO コンファクトF  

llへモフィルS－T  

12 ヘモフィルH－T  

13 コーエイトHT  

14 ハイクリオHT  

26 オートプレックス（非加熱）  

27 ファイバ「イムノ」  

28 オートプレックス（加熱）  

単純合計（重複あり）  1，746人  

二塁願与をβ芽ぐ′人数  丁，639人  

（3）元患者の方へのお知らせの状況  

患者総数（重複投与を除く）   1．639人  割合   

お知らせした   422人   269乙   

お知らせしていない   1′217人   74％   

題ヰ彦に原残虐筈によク屠亡   揮舶メノ   r70％ノ  

虜終発カj不殿ば虜抒がつカ〕ない   （享45人ノ   （ユ2％，）   

冬型・C飾洛鎗鱈であることが河野Lたため   甘L刃   β％）   

今度お知らせする予定 ロ乃人）   （ユ5％）   

その彪（未′記入含むノ   rユ6人）   rユ％J   
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（別表）  

投与年について回答があった元患者数の投与年別の内訳及び特定製剤の投与年別の内訳  

人数  

特定製剤※  

クリスマシン   
P円B－  コーナイン  クリスマシン  

ニチャク  （ミドリ十字）   HT   

0人   b人  

昭和48年   0人  0人   0人  

昭和49年   4人  4人   0人  

昭和50年   4人  4人   0人 

昭和51年   7人   0人   7人   0人  

昭和52年   4人   0人   4人   0人  

昭和53年   68人   56人   0人   7人  

昭和54年   ア7人   61人   12人   0人  

昭和55年   131人   l12人   7人  

昭和声6年   150人   118人   5人  

昭和57年   221人   156人   25人  

昭和声8年   20P人   148人   15人  

昭和59年   176人   1甲人   21人  

昭和60年   16ア人 122人   13人  0人   

昭和61年   77人   42人 6人  5人   

昭和62年   22人   6人   0人  3人   

昭和63年   2ア人   2人   3人  l人 

昭和64年  

／平成元年   
24人  14人   

平成2年   12人  8人   

平成3年   3人  3人   

平成4年   4人  2人   

平成5年   1人  0人   

平成6年   6人  0人   

平成7年   6人  

平成8年   ナ人  

平成9年   16人  

平成．10年以降   183人  

投与年不明   149人   40人   92人   0人   9人   

合計   1′746人   9アl人   218人   7人   45人   

※「特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるC型肝炎感染被害者を救済するための給付金の   

支給に関する特別措置法」に規定する製剤  
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